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平成 30年度 厚生労働科学研究費補助金（食品の安全確保推進研究事業） 

総括研究報告書 

 

研究課題名：香料等の遺伝毒性・発がん性短・中期包括的試験法の開発と、その標準的安全

性評価法の確立に関する研究 

 

研究代表者： 本間正充 国立医薬品食品衛生研究所 変異遺伝部 部長 

 

研究要旨 

本研究では、香料化学物質の安全性を in silico、in vitro、in vivoで階層的に評価

する評価系を構築し、食品香料の効率的且つ信頼性の高い安全性評価の推進に資する

ことを目的とする。また、マウスオルガノイド系を用いる遺伝毒性・発がん性短中期

試験法としての条件設定を行い、多施設で実施可能な標準法の確立を目指す。 

I.標準的安全性評価法の確立に関する研究 

変異原性試験未実施の食品香料化合物 3,942 物質について、2 つの QSAR （DEREK 

Nexus、CASE Ultra）を用いてエームス変異原性の予測を行い、58化合物で陽性と予測

された。10化合物についてエームス試験を実施した結果、9化合物が陽性を示した。この

結果は香料の変異原性評価に QSAR 手法が十分に利用可能であることを示している。チ

ミジンキナーゼ遺伝子（TK）変異試験の共同研究を開始し、プロトコールの評価と共

有化を行った。Ames 試験陽性の非発がん性物質について暫定結果が得られた 4 物質

中の 3物質が TK変異試験で陽性であった。DNA初期損傷と遺伝子突然変異の相関を明

らかにするため、gpt deltaマウスを用いたアクリルアミド飲水投与実験を実施し、DNA

付加体形成量の測定を行った。DNA 付加体量は用量依存的に増加し、組織による明らか

な感受性の差は認められなかった。一般毒性・遺伝毒性・発がん性包括試験では acetamide
を被験物質として、用量設定試験を実施した後、gpt deltaラットに 13週間混餌投与し、
一 般 毒 性 評 価 を 開 始 し た 。 遺 伝 毒 性 ・ 発 が ん 性 中 期 包 括 試 験 で は 、

3-acetyl-2,5-dimethylfuranを被験物質として、F344ラットを用いた 7日間及び 28日間の
用量設定試験を実施し、本試験の実施用量を検討した。 

II.オルガノイドを用いる評価系の確立に関する研究 

マウスオルガノイド系を用いる遺伝毒性・発がん性短中期試験法としての条件設定を行

い、多施設で実施可能な標準法の確立を目的として、gpt delta マウスを含む各種遺伝子

改変マウスなどの正常組織から調製したオルガノイド系に陽性対照として遺伝毒性発が

ん物質を用いた検討を行った。その結果、発がん性試験法としての条件設定に関しては被

験物質によるマウス系統差があることが示され、遺伝毒性試験法については解析を継続す

ることとした。また、調整済みのオルガノイドは常温輸送にて多施設間で共有可能であり、

標準操作手順書に従った継代・培養・被験物質処置に関する技術が短期間で習得できるこ

とが確認できた。 
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Ａ．研究目的 

 本研究では、香料化学物質の安全性を in 

silico、in vitro、in vivoで階層的に評価する評

価系を構築し、食品香料の効率的且つ信頼性の

高い安全性評価の推進に資することを目的と

する。QSAR（in silico）、Ames試験、TK6試

験（in vitro）、一般毒性・遺伝毒性・発がん性

短期包括試験法（in vivo）を階層的に組み合わ

せることにより、遺伝毒性及び発がん性を包括

的評価することが可能なだけでなく、各階層の

結果から発がんに対する遺伝毒性の寄与や、そ

のメカニズムを解析する。遺伝毒性が疑われる

香料については in vivo 試験（一般毒性・遺伝

毒性・発がん性短期包括試験）や肝臓または腎

臓を標的とする遺伝毒性・発がん性中期包括試

験による評価を行う。また、マウスオルガノイ

ド系を用いる遺伝毒性・発がん性短中期試験法

としての条件設定を行い、多施設で実施可能な

標準法の確立を目指す。更に、従来の動物モデ

ルでは腫瘍性病変が発生しづらい胃由来のオ

ルガノイドに対する化学物質の反応性解析法

の確立を目的とし技術基盤を構築する。 

本研究班は上記の目的を達成するため、以下

の研究に取り組んだ。 

I.標準的安全性評価法の確立に関する研究 

１）QSARと Ames試験による香料の遺伝毒性

評価に関する研究（本間）： 

食品香料は、一般に数十から数百種類混合し

て用いられることが多いが、個々の香料の食品

への添加量は数 pptから数 ppmレベルで有り、

過剰摂取は考えられないことから、一般毒性の

懸念は少なく、問題となる毒性は変異原性であ

る。一方、変異原性の評価のためのエームス試

験には数グラム程度の試験サンプルが必要で

あるため QSARの適用が望まれるが、その精度

が問題となる。本研究では QSARで変異原性が

予測された化合物について、実際にエームス試

験を実施し、QSAR結果を検証することを目的

とする。 

２）Ames 試験陽性のフォローアップに関する

チミジンキナーゼ遺伝子変異試験の共同研究

組織の構築および実験プロトコール評価（安

井）： 

Ames 試験陽性の結果は、医薬品等の開発に

大きな影響を与え、適切なフォローアップが必

要となるが、in vivoトランスジェニック試験は

負担が大きいと考えられる。その陽性反応がバ

クテリア特異的反応である場合、ヒトへの外挿

性が低いことを証明し、無駄な in vivo 試験を

避けることができる可能性がある。Ames 試験

陽性の非発がん性物質を、ほ乳類細胞を用いた

遺伝毒性試験（チミジンキナーゼ遺伝子(TK)
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変異試験）でフォローアップし、ほ乳類細胞で

も同様に変異原性を示すかどうかを検証する

ことを目的とする。 

３）AOPと定量的評価を取り入れた遺伝毒性発

がんリスク評価法の精緻化（増村）： 

OECDが提唱する「化学物質と生体の相互作

用から個体での毒性発現までのメカニズムを

関連づけて説明する手法（AOP）」を取り入れ

た遺伝毒性評価系を開発し、遺伝毒性発がんリ

スク評価法の精緻化を目指すとともに、遺伝毒

性の定量的な評価に取り組む。分子的初期イベ

ントである DNA初期損傷（DNA付加体形成）

と、続くキーイベントである遺伝子突然変異誘

発に関して、in vivoにおける量的相関を明らか

にすることを目的とする。 

４）Acetamideの一般毒性・遺伝毒性・発がん

性短期包括試験法による評価（石井、高須、西

川、小川）： 

香料の迅速かつ包括的な安全性評価のため、

これまでに構築したレポーター遺伝子導入動

物を用いた一般毒性・遺伝毒性・発がん性包括

試験との有用性を検討する。過去に食品香料と

して用いられていたアセタミドについて一般

毒性・遺伝毒性・発がん性包括試験による評価

を実施する。 

５）肝又は腎遺伝毒性・発がん性中期包括試験

法による香料等の評価（高須、石井、西川、小

川）： 

肝又は腎遺伝毒性・発がん性中期包括試験

（GPG又はGNPモデル）の有用性を検討する。

In silico 解析結果から遺伝毒性が疑われる

3-acetyl-2,5-dimethylfuran について肝遺伝毒

性・発がん性中期包括試験による評価を実施す

る。 

 

II.オルガノイドを用いる評価系の確立に関す

る研究（今井、落合、戸塚、三好、筆宝、平田） 

我々はこれまでに、レポーター遺伝子導入マ

ウスから 3次元培養法により調製したオルガノ

イド系を用いることで既知の遺伝毒性物質の

検出が可能で、がん関連遺伝子改変マウスの正

常組織から調製したオルガノイド系につき、既

知の発がん物質が造腫瘍性あるいは上皮細胞

の重層化／異型性／浸潤性を指標とする腫瘍

化を示す変化を誘導することを見出した。本研

究では、マウスオルガノイド系を用いる遺伝毒

性・発がん性短中期試験法としての条件設定を

行い、多施設で実施可能な標準法の確立を目指

す。更に、従来の動物モデルでは腫瘍性病変が

発生しづらい胃由来のオルガノイドに対する

化学物質の反応性解析法の確立を目的とし技

術基盤を構築する。 

 

Ｂ．研究方法 

I.標準的安全性評価法の確立に関する研究 

１）QSARと Ames試験による香料の遺伝毒性

評価に関する研究（本間）： 

DEREK Nexus、CASE Ultraの2つのQSAR

モデルを用いて、食品香料化合物データベース

2015 の収載の 3,942 物質の変異原性を予測し

た。変異原性が疑われた化合物については実際

にエームス試験を実施した。 

２）Ames 試験陽性のフォローアップに関する

チミジンキナーゼ遺伝子変異試験の共同研究

組織の構築および実験プロトコール評価（安

井）： 

データベースから抽出された Ames 試験陽性

の非発がん性 10物質についてTK変異試験を実

施するために、日本環境変異原学会の分科会で

ある MMS研究会で共同研究組織を立ち上げ、

その TK 変異試験のプロトコールの評価と共有

化を行った。 

３）AOPと定量的評価を取り入れた遺伝毒性発

がんリスク評価法の精緻化（増村）： 

雄 gpt delta マウスを用いてアクリルアミド

（AA）を 28日間飲水投与し、最終投与 3日目

に組織（肝臓、肺、精巣）を採取した。組織か

らゲノム DNAを調製して脱塩基処理を行い、

LC-MS/MS を 用 い て DNA 付 加 体

（N7-GA-Gua）を測定した。 
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４）Acetamideの一般毒性・遺伝毒性・発がん

性短期包括試験法による評価（石井、高須、西

川、小川）： 

用量設定試験として F344 ラットにアセタミ

ドを 1.25、2.5及び 5.0%の濃度で 28日間混餌

投与し、血清生化学検査及び病理組織学的検索

を実施した。本試験では F344 系 gpt delta ラ

ットにアセタミドを 0.6、1.25及び 2.5%の濃度

で 13 週間混餌投与し、一般毒性評価を実施し

た。 

５）肝又は腎遺伝毒性・発がん性中期包括試験

法による香料等の評価（高須、石井、西川、小

川）： 

用量設定試験として F344 ラットに

3-acetyl-2,5-dimethylfuranを 125、250、500

又は 1000 mg/kg/dayの濃度で 7日間強制経口

投与した。更に、60、180又は 540 mg/kgの濃

度で 28 日間強制経口投与し、本試験の用量を

検討した。 

 

II.オルガノイドを用いる評価系の確立に関す

る研究（今井、落合、戸塚、三好、筆宝、平田） 

 gpt delta マウス、C57BL／BALB/c 背景の

Trp53 +/－マウス、LSL-KrasG12D マウスの肺と

肝臓からオルガノイドを調製した。発がん性試

験法としての条件設定のため、陽性対照として

メタンスルホン酸エチル（EMS）、アクリルア

ミド（AA）、ジエチルニトロソアミン（DEN）、

7,12-ジメチルベンズ[a]アントラセン（DMBA）、

陰性対照として安息香酸ナトリウム（SB）を用

いて検討した。オルガノイドの調製と化学物質

処置方法についての標準操作手順書を作成し、

樹立したオルガノイドとともに分担研究者間

で共有した。胃については、Trp53欠失と Cdh1

ノックダウンの影響を解析した。 

 

（倫理面への配慮） 

動物実験の実施に際しては、各研究施設の規定

に従って動物実験倫理委員会の承認を得た後に実

施し、実験動物に対する動物愛護に関して十分配

慮して行った。また、遺伝子組換え実験について

は、遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生

物の多様性の確保に関する法律（平成15年法律第

97号）等、遺伝子組換え生物等の第二種使用等に

当たって執るべき拡散防止措置等を定める法令に

則り、機関承認を得た後に実施した。 

 

Ｃ．研究結果 

I.標準的安全性評価法の確立に関する研究 

１）QSARと Ames試験による香料の遺伝毒性

評価に関する研究（本間）： 

3,942 物質のうち 58 化合物が 2 つの QSAR

モデルで陽性と予測され、変異原性が疑われた。

このうちエームス試験データのない 10 化合物

に関しては実際にエームス試験を行ったとこ

ろ、9化合物で陽性を示した。 

２）Ames 試験陽性のフォローアップに関する

チミジンキナーゼ遺伝子変異試験の共同研究

組織の構築および実験プロトコール評価（安

井）： 

非発がん性だが Ames 試験陽性を示す 10 物

質について、TK 変異試験でフォローアップを

する共同研究組織を構築した。製薬会社、総合

化学メーカー、および CRO会社など 10社の参

加が決定した。TK 変異試験の実験プロトコー

ルは、OECD ガイドライン TG490（チミジン

キナーゼ遺伝子を用いた哺乳類細胞の in vitro

遺伝子突然変異試験）に基づくが、より実験施

設間のデータばらつきを最小にするために、実

験条件や操作方法を確認・評価し、共同研究組

織内で現実的に利用できる実験プロトコール

を共有化した。 

３）AOPと定量的評価を取り入れた遺伝毒性発

がんリスク評価法の精緻化（増村）： 

AAの 28日間飲水投与実験を行った。最高用

量 300 ppm群では体重増加抑制が認められた。

組織サンプルから DNAを抽出し、脱塩基処理

を行ってN7-GA-Gua付加体形成量を測定した。

肝臓、肺、精巣において AA 用量依存的な

N7-GA-Gua 付加体量の増加がみられた。用量
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反応関係はほぼ直線的であり、組織による顕著

な差は認められなかった。AA 1 mg/kg/dayあ

たりの付加体形成量は 60～75 個/108塩基であ

った。 

４）Acetamideの一般毒性・遺伝毒性・発がん

性短期包括試験法による評価（石井、高須、西

川、小川）： 

アセタミドの用量設定試験において、2.5%群

から肝毒性パラメーターの増加と肝細胞のア

ポトーシスや細胞内封入体、核分裂像等が認め

られ、5.0%群では一般状態の悪化が認められた。

本試験では 1.25%から肝重量の低下、肝毒性パ

ラメーターの増加がみられた。 

５）肝又は腎遺伝毒性・発がん性中期包括試験

法による香料等の評価（高須、石井、西川、小

川）： 

3-Acetyl-2,5-dimethylfuran の肝遺伝毒性・

発がん性中期包括試験では、7 日間の反復投与

により 1000 mg/kg/day群において体重の低値

が認められた。28 日間の反復投与により 180 

mg/kg/day群から肝臓の、540 mg/kg/day群に

おいて腎臓、肺及び脾臓の相対重量が有意に増

加した。 

 

II.オルガノイドを用いる評価系の確立に関す

る研究（今井、落合、戸塚、三好、筆宝、平田） 

 EMS あるいは AA 処置した肺オルガノイド

をヌードマウス皮下に接種したところ、上皮細

胞の重層化／浸潤性／異型性がみられ、DMBA

は BALB/c 背景の Trp53 +/-マウス由来乳腺オ

ルガノイドに造腫瘍性を示すなど、一定の系統

差を示しつつ遺伝毒性発がん物質は正常組織

由来オルガノイドに発がん性を示す変化を誘

発し、SBは変化を示さなかった。gpt deltaマ

ウスを用いる解析では AA処置により肺オルガ

ノイドが形態変化を示した。また、各オルガノ

イドは常温輸送、到着後速やかに培地を再添加

することで継続して培養できることを確認し

た。胃オルガノイドは複数の遺伝子異常で発が

ん性を示した。 

 

D． 考 察 

I.標準的安全性評価法の確立に関する研究（本

間、安井、増村、石井、高須、西川、小川） 

QSAR モデルにより 90％の精度で変異原性

物質を同定できることからエーム試験法の代

替法として十分に可能性があることが示され

た。今後は香料に特化したローカル QSARモデ

ルを開発し、より高い精度を目指す。 

TK 変異試験の詳細な実験条件や操作方法を

共同研究組織内で評価し、実験プロトコールを

共有化することによって、安定したデータが得

られた。10 物質中 4 物質の暫定結果が得られ、

その 4物質中の 3物質が陽性であった。それは

Ames 試験結果と一致率が高く、発がん性試験

の結果とは一致しなかった。暫定的ではあるが、

TK 変異試験が Ames 試験陽性のフォローアッ

プ試験として十分かは不確実である。 

AA 投与マウスの肝臓、肺、精巣における

N7-dG-GA付加体形成量に顕著な差はなく、組

織が AA代謝物に全身的に曝露されていること

が示された。N7-dG-GA付加体は水中で脱塩基

して DNAから除かれ AP siteを生じるため、

付加体の寿命は遺伝子突然変異誘発に影響す

る要因と考えられる。今後は gpt遺伝子突然変

異の用量反応データの取得と比較を行う。 

一般毒性に関しては、acetamideの本試験に

おいて1.25%から肝毒性パラメーターの上昇と、

その他の血清生化学ならびに血液学的パラメ

ーターの変化も認められた。これらの毒性学的

意義については次年度に実施する病理組織学

的検査の結果とともに考察する。また、肝臓の

変異原性を検討することで、その発がん機序に

ついても有用な知見が得られると考えられる。

3-acetyl-2,5-dimethylfuran については、180

及び 540 mg/kg 群で認められた肝及び腎相対

重量の増加は投与に起因した変化と考えられ

た。今後、血清生化学的検査及び病理組織学的

検査を実施することで、毒性影響とその標的臓

器を明らかにし、本試験の実施用量を決定する。 
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II.オルガノイドを用いる評価系の確立に関す

る研究（今井、落合、戸塚、三好、筆宝、平田） 

マウスオルガノイド系を用いる発がん性試

験法としての条件設定に関して、被験物質によ

るマウス系統差があることが示され、幅広い被

験物質に感受性を示すマウス系統をみつける

必要がある。gpt deltaマウス由来のオルガノイ

ドを用いる遺伝毒性試験法については解析を

継続する。また、調製済みのオルガノイドは常

温輸送にて他施設間で共有可能であり、標準操

作手順書に従った継代・培養・被験物質処置に

関する技術が短期間で習得できることが確認

できた。来年度は引続き、従来の動物モデルで

は検出が難しいとされる胃発がん物質などを

含めて遺伝毒性・発がん性が検出可能な短中期

試験法としての検討を継続する。 

 

E．結 論 

I.標準的安全性評価法の確立に関する研究  

変異原性試験未実施の食品香料化合物 3,942

物質について、2つの QSAR （DEREK Nexus、

CASE Ultra）を用いてエームス変異原性の予

測を行ったところ、58化合物で陽性と予測され

た。この内 10 化合物について実際のエームス

試験を実施したところ、9 化合物が陽性を示し

た。この結果は香料の変異原性評価に QSAR手

法が十分に利用可能であることを示している。 

Ames試験陽性の非発がん性 10物質について

TK 変異試験でフォローアップするために共同

研究組織を立ち上げ、プロトコールの評価と共

有化を行った。10物質中 4物質の暫定結果が得

られ、4物質中の 3物質が陽性であった。 

DNA 初期損傷および遺伝子突然変異の用量

反応データを取得するため、gpt deltaマウスを

用いた AA飲水投与実験を実施し、組織におけ

る DNA付加体形成量を測定した。 

一般毒性・遺伝毒性・発がん性包括試験では

アセタミドを被験物質として、用量設定試験を

実施した後、gpt deltaラットに 13週間混餌投

与し、一般毒性評価を開始した。 

遺伝毒性・発がん性中期包括試験では、

3-acetyl-2,5-dimethylfuran を被験物質として、

F344ラットを用いた 7日間及び 28日間の用量

設定試験を実施し、本試験の実施用量を検討し

た。 

II.オルガノイドを用いる評価系の確立に関す

る研究 

マウスオルガノイド系を用いる遺伝毒性・発

がん性短中期試験法としての条件設定を行い、

多施設で実施可能な標準法の確立を目的とし

て、gpt deltaマウスを含む各種遺伝子改変マウ

スなどの正常組織から調製したオルガノイド

系に陽性対照としての遺伝毒性発がん物質を

用いた検討を行った。その結果、発がん性試験

法としての条件設定に関しては被験物質によ

るマウス系統差があることが示され、遺伝毒性

試験法については解析を継続することとした。

また、調整済みのオルガノイドは常温輸送にて

多施設間で共有可能であり、標準操作手順書に

従った継代・培養・被験物質処置に関する技術

が短期間で習得できることが確認できた。 
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ENU-induced point mutations in male 

germ cells during transmission to the 

next generation. 49th Annual Meeting of 

Environmental Mutagenesis and 

Genomics Society. San Antonio, USA. 

(2018.9) 

12. 石井雄二，菊池玲美花，木島綾希，高須伸

二，小川久美子，梅村隆志「F344ラットを

用いたアセタミドの 28 日間反復投与によ

る肝毒性評価」第 35回日本毒性病理学会学

術集会（2019年 2月、東京） 

13. 今井俊夫、成瀬美衣、落合雅子、筆宝義隆：

マウス大腸オルガノイドにおける PhIP誘

発発がん早期過程における遺伝子変異．第

65回日本実験動物学会総会（2018年5月、

富山） 

14. 今井俊夫、成瀬美衣、落合雅子、筆宝義隆：

マウス正常上皮組織由来オルガノイドの化

学発がん物質に対する反応性．第 25回日

本がん予防学会総会（2018年 6月、高松） 

15. 成瀬美衣、落合雅子、筆宝義隆、今井俊夫：

マウス正常上皮オルガノイドを用いた化学

発がん過程の初期変化．第 45回日本毒性

学会学術年会（2018年 7月、大阪） 

16. 今井俊夫：新規 in vivo, in vitroモデルの

発展とその応用－マウス正常組織由来オル

ガノイドの化学発がん研究への応用．第 35

回日本毒性病理学会学術集会シンポジウム

2（2019年 2月、東京） 
17. Imai, T., Ochiai, M., Naruse, M., Hippo, 

Y.: Carcinogenic alteration of mouse 
tissue-derived organoids by chemical 
treatment. 58th Annual Meeting of the 
Society of Toxicology (2019年3月、ボルチ
モア、米国) 

18. Totsuka Y : Exploration of cancer 

etiology using genome analysis and 

comprehensive DNA adduct analysis. 

18th All India Congress of Cytology and 

Genetics （コルカタ、2018年 1月） 

19. 戸塚ゆ加里、秋場 望、佐藤春菜、前迫有

也、松田知成、加藤 護、アスマ・エルザ

ワハリ、十時 泰、柴田龍弘、中釜 斉: 全

ゲノム解析データを用い、化学物質のヒト

発がんへの関与を明らかにする 第 33 回

発がん病理研究会 (御殿場、2018年 8月) 

20. 三好規之、田島悠也、豊田武士、戸塚ゆ加

里、松下幸平、小川久美子、若林敬二：芳

香族アミン類の代謝物分析と DNA 付加体 

第 33回発がん病理研究会 (御殿場、2018

年 8月) 

21. Totsuka Y, Matsuda T, Kato M, 

Elzawahry A, Totoki Y, Shibata T, 

Nakagama H: Whole genome sequencing 

analysis elucidates the interaction 

between environmental factors and 

causes of human cancer. 第77回日本癌学

会総会（大阪、2018年 9月） 

22. 斎藤春五、高橋沙奈衣、新田見 匡、戸塚

ゆ加里、中川泰久、渡邉昌俊：ナノマテリ

アル毒性評価のための組織切片担体を用い

たシステムの確立 第 77 回日本癌学会総

会（大阪、2018年 9月） 

23. 高橋沙奈衣、斎藤春五、新田見 匡、戸塚

ゆ加里、中川泰久、渡邉昌俊：Fe3O4 ナノ

粒子の曝露された癌細胞における

microRNAs のプロファイリングについて 
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(II) 第 77 回日本癌学会総会（大阪、2018

年 9月） 

24. 戸塚ゆ加里、佐藤春菜、松田知成、加藤 護、

アスマ・エルザワハリ, 遠藤 治：全ゲノ

ム解析データを用い、化学物質のヒト発が

んへの関与を明らかにする 第 47 回日本

環境変異原学会（京都、2018年 11月） 

25. 佐藤 春菜、落合雅子、今井俊夫、戸塚ゆ加

里：マウス正常組織由来オルガノイドを用

いた遺伝毒性解析法の構築 第 47 回日本

環境変異原学会（京都、2018年 11月） 

26. 前迫侑也、椎崎一宏、高村岳樹、戸塚ゆ加

里：職業性胆管がん発生に関与する 1,2-ジ

クロロプロパンの DNA 付加体の網羅的な

解析（アダクトーム解析） 第 47 回日本

環境変異原学会（京都、2018年 11月） 

27. 神尾翔真、渡邉昌俊、椎崎一宏、戸塚ゆ加

里：ナノマテリアルの表面修飾が及ぼす遺

伝毒性への影響 第 47 回日本環境変異原

学会（京都、2018年 11月） 

28. 斎藤春吾、渡邉昌俊、戸塚ゆ加里：ナノマ

テリアル毒性評価のための組織切片担体を

用いたシステムの確立 第 47 回日本環境

変異原学会（京都、2018年 11月） 

29. 石野孔祐、前迫侑也、内藤善哉、戸塚ゆ加

里：質量分析データに基づく DNA 付加体

データベースの整備 第 47 回日本環境変

異原学会（京都、2018年 11月） 

30. 川上真由子、橋詰力、三好規之 : キノコ抽出

物における骨格筋萎縮予防化合物の探索, 

第41回日本分子生物学会（横浜）, 2018年11

月 28-30日 

31. 橋詰力、永田光風、佐藤隆一郎、三好 規

之 : 横浜大豆タンパク質βコングリシニン摂

取時の脂質組成解析, 第41回日本分子生物

学会（横浜）,2018年 11月 28-30日 

32. 永田光風、橋詰力、伊藤圭祐、三浦進司、三

好規之 : TRPA1・TRPM8 を介した脂質組成

変動によるロコモティブシンドローム予防法の

検討,第 41回日本分子生物学会（横浜）,2018

年 11月 28-30日 

33. 田島悠也、豊田武士、平山裕一郎、橋詰力、

松下幸平、小川久美子、渡辺賢二、戸塚ゆ加

里、若林敬二、三好規之 : 膀胱発がん性芳

香族アミン o-toluidine の代謝物分析と DNA

付加体 Metabolomics and DNA adductome 

analysis of urinary bladder carcinogen 

o-toluidine, 日本環境変異原学会第 47 回大

会(京都), 2018年 11月 1-2日 

34. 久冨優太、小田美光、下原千晶、恒松雄太、

佐藤道大、平山裕一郎、三好規之、岩下雄二、

吉川悠子、八木孝司、椙村春彦、若林敬二、

渡辺賢二、川西優喜 : コリバクチン産生大腸

菌の in vitro 遺伝毒性試験,日本環境変異原

学会第 47回大会(京都),2018年 11月 1-2日 

35. 松山弘希、田中航、鈴木悠、三好規之、松浦

靖、柚木崎千鶴子、宮崎達雄、道本英之、窄

野昌信、榊原啓之 : ApoE 欠損マウスを用い

た天日干しダイコンの機能性の探索,平成 30

年度日本栄養・食糧学会 九週・沖縄支部大

会（宮崎）,2018年 10月 20-21日  

36. 豊田武士、山田貴宣、三好規之、小川久美

子 : 芳香族アミン誘発ラット膀胱発がん過程

の初期段階における遺伝子発現動態,第 77

回日本癌学会学術総会（大阪）,2018 年 9 月

27-29日  

37. 平山裕一郎，田島悠也、恒松雄太、三好規之、

若林敬二、渡辺賢二 :検出困難な遺伝毒性

物質コリバクチンを見出すための DNA 付加

体の解析 ,日本生薬学会第 65 回大会(広

島),2018年 9月 16-17日  

38. 吉川祐人、鈴木悠、橋詰力、高垣晶子、平山

裕一郎、岸本真治、渡辺 賢二、中村順行、

原征彦、三好規之 :ラット尿中の緑茶カテキン

由来腸内細菌代謝物一斉分析, 第 23 回日

本フードファクター学会・第 12 回日本ポリフェ

ノール学会・第 15 回日本カテキン学会・合同

学術集会（京都）,2018年 9月 7-8日  

39. 加藤麻衣、橋詰力、吉田卓矢、田村謙太郎、

中村俊之、中村宜督、三好規之 :自然薯およ
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び自然薯むかごにおける有効成分ジオスゲニ

ンの定量分析, 第 23 回日本フードファクター

学会・第 12 回日本ポリフェノール学会・第 15

回日本カテキン学会・合同学術集会（京

都）,2018年 9月 7-8日 

40. 松山弘希，田中航，鈴木悠，三好規之，松浦

靖，柚木崎千鶴，宮崎達雄，道本英之，窄野

昌信，榊原啓之 : ApoE 欠損マウスを用いた

天日干しダイコンの機能性の探索, 第 23 回

日本フードファクター学会・第 12回日本ポリフ

ェノール学会・第 15 回日本カテキン学会・合

同学術集会（京都）,2018年 9月 7-8日  

41. 日高楓，横山大悟，田中航，鈴木悠，三好規

之，吹井伸二，杉田卓也，日高健太，窄野昌

信，榊原啓之 :マンゴーに含まれる成分と抗

酸化活性に及ぼす熟度の影響, 第 23 回日

本フードファクター学会・第 12 回日本ポリフェ

ノール学会・第 15 回日本カテキン学会・合同

学術集会（京都）,2018年 9月 7-8日  

42. 梅林脩平、妹尾奈波、佐藤友紀、三好規之、

吉田卓矢、守田昭仁、杉浦悠毅、井上菜穂子、

亀井康富、三浦進司 : 骨格筋中リン脂質と

骨格筋機能との関連の解明, 第 73 回日本体

力医学会大会（福井） ,2018年 9月 7-9日 

43. 梅林脩平、妹尾奈波、佐藤友紀、三好規之、

吉田卓矢、守田昭仁、杉浦悠毅、井上菜穂子、

亀井康富、三浦進司 : 骨格筋中リン脂質と

骨格筋機能との関連の解明,日本筋学会第 4

回学術集会（岡山） ,2018年 8月 10-11日  

44. 三浦進司、妹尾奈波、梅林脩平、守田昭仁、

三好規之、亀井康富 : 転写共役因子 PGC-1

αによって制御される骨格筋リポクオリティー,

日本筋学会第 4回学術集会（岡山）,2018年 8

月 10-11日  

45. 平山裕一郎、松崎信生、玉舟亮太、恒松雄太、

佐藤道大、吉川悠子、三好規之、岩下雄二、

椙村春彦、若林敬二、武藤倫弘、石川秀樹、

渡辺賢二大 : 腸がんリスク因子物質コリバク

チンの生産菌検出に関する化学的研究, 第

24 回日本がん予防学会（高松）,2018 年 6 月

27-28日  

46. 豊田武士、戸塚ゆ加里、松下幸平、森川朋美、

山田貴宣、三好規之、若林敬二、小川久美

子 : 膀胱がんリスク因子としてのノルハルマ

ン代謝物：ラットを用いた検討,第 24 回日本が

ん予防学会（高松）,2018年 6月 27-28日 

47. 河合柚子、橋詰力、眞鍋康子、藤井宣晴、中

村宜督、三好規之 : 食品因子 isothiocyanate

類が結合した炎症性サイトカイン MIF の機能

解析, 第 72 回日本栄養・食糧学会大会（岡

山）,2018年 5月 11-13日  

48. 加藤麻衣、橋詰力、庄司豊、庄司（加藤）久美

子、五十嵐美樹、早川清雄、吉川悠子、三好

規之 : 高脂肪食を摂取した NASH‐肝発が

んモデルマウス糞便中揮発性化合物の分析, 

第72回日本栄養・食糧学会大会（岡山）,2018

年 5月 11-13日 

49. 吉川悠子, 恒松雄太, 松崎信生, 平山裕一

郎, 佐藤道大, 三好規之, 岩下雄二, 椙村春

彦, 若林敬二, 渡辺賢二 : 大腸がん患者か

ら分離された遺伝毒性物質コリバクチン陽性

菌の解析 Prevalence of colibactin-positive 

bacteria in colorectal cancer patients ,第 91回

日本細菌学会総会（福岡）,2018年 5月 11-13

日 

50. 丸喜明、筆宝義隆:マウス胃オルガノイドへの

包括的な遺伝子導入による胃発がん過程の

再現、ポスター、第１６回がんとハイポキシア

研究会（2018年 11月千葉） 

51. 丸喜明、筆宝義隆:マウス胃細胞の 3 次元培

養を用いた胃発がん過程の再現、ポスター、

第２７回日本癌病態治療研究会（2018年 5月

千葉） 

52. Masashi Izumiya, Masako Ochiai, Yasunori 

Yoshihara, Yoshiaki Maru, Matsuura Tetsuya, 

Toshio Imai, Yoshitaka Hippo: Kras-driven 

heterotopic tumor development from 

hepatobiliary organoids、口演、第 33 回発癌

病理研究会（2018年 8月御殿場） 

53. 泉谷昌志、吉原靖典、丸喜明、落合雅子、松
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浦哲也、今井俊夫、筆宝義隆：変異遺伝子の 

in vitro 再構成による胆管細胞発がんの誘導、

ポスター、第 77 回 日本癌学会学術総会

（2018年 9月大阪） 

 

H．知的財産権の出願・登録状況 
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